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Keywords 中⾼年⼥性 / 介護者 / ALS / 看取り / 介護体験 / 中⾼年⼥性介護者

Research Abstract 中⾼年⼥性介護終了者の介護体験と地域保健活動に対する認識と⾏動を明らかにする為に、筋萎縮性側策硬化症(Amyotrophic Lateral Sclerosis,以下ALSと略
す)の夫を看取った中⾼年⼥性介護者を対象に夫の発病から死別後の体験を半構成⾯接で聞き取り調査を⾏った。ALSは、働き盛りの年代での発症が多く、中⾼
年期にある介護者は、⼦育てや経済的負担等、家庭内の役割変化や社会的な役割遂⾏の困難等負担が⼤きい。進⾏性疾患であるALSの場合、⾝体機能や呼吸機能
の喪失を繰り返しながら死に⾄るという特別な過程をたどるため、告知や⼈⼯呼吸器を装着するか否かの意思決定が家族に求められるという特徴がある。 
研究対象は、同意が得られたI県・T県在住の40〜60歳代のALSの夫を看取った介護終了者で、看取り後1年から5年を経過した12名とした。データ収集⽅法は、
⾯接調査とALS遺族会の参加観察を⾏った。⾯接調査で主に(1)介護の状況と変化(2)介護終了後の経過(3)介護終了後の⼈⽣に介護体験が持つ意味(4)地域保健活
動への認識や⾏動について半構成⾯接を⾏った。参加観察データはノートに記述した。⾯接を録⾳したものを逐語化し質的記述的分析を⾏った。分析は研究分
担者と⾏い研究の厳密さを確保した。 
その結果、ALSの中⾼年⼥性介護終了者は、介護プロセスの中で夫と⼀体化した介護を⾏い、看取り後も⾃⼰喪失と深い悲嘆を経験していた。しかし援助者から
の⾒守りや同じ体験を語れる仲間との出会いの中で新たな⾃⼰を取り戻し、他者への⽀援に関⼼を向けるよう変化したことが明らかになった。他者を⽀援しよ
うとするパワーを持った介護者は、⾃分が受けた⽀援の恩返をしたい、⾃分の体験を⽣かしたいと認識しており、そういった変化は、介護中から介護終了後ま
で援助者から継続的に⽀援を受けていることが重要な意味を持つことが明らかになった。今回、充分分析できなかった看取り時の状況と援助者の⽀援のあり⽅
について今後、明らかにしていく必要がある。

All

2005[Journal Article] Care and experience during bere avement in elderly female caregivers who cared for their husbands with Amyotrophic Lateral Sclerosis 

2005[Journal Article] ALSの夫を介護する中⾼年⼥性の体験 

2005[Journal Article] ALSの夫を看取った中⾼年⼥性介護者の⾃⼰喪失と新たなアイデンティティの獲得の過程 

2005[Journal Article] 筋萎縮性側策硬化症の夫を看取った中⾼年⼥性介護者の告知時の⾃⼰認識 

2005[Journal Article] ALS患者・家族と⽀援グループのエンパワメントプロセス〜エンパワメント相互作⽤モデルを使った事例研究〜 

 
Search Research Projects How to Use

javascript:history.back();
https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-16659635/166596352005jisseki/
https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-16659635/166596352004jisseki/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qc=Grant-in-Aid%20for%20Exploratory%20Research
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qd=Biological%20Sciences/Medicine%2C%20Dentistry%2C%20and%20Pharmacy/Nursing/Community%20health/Gerontological%20nurisng
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kanazawa%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kinjo%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-16659635/?lid=20367501&mode=nrid-d
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-16659635/?lid=20264541&mode=nrid-d
https://support.nii.ac.jp/kaken/project_details
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/


Published: 2004-03-31   Modified: 2016-04-21  


